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遺跡の分布とその立地 ー神奈川県内の旧石器時代遺跡ー

脇　幸生　公益財団法人かながわ考古学財団

はじめに

　神奈川県は、富士山・箱根山地が属する富士火

山帯の東側に位置しています。このため噴火に伴

う火山砕屑物（火山岩塊、火山礫、火山灰など）や、

裸地からの風によって舞い上げられた火山性の細

粒子が堆積した風塵（レス）、いわゆる関東ロー

ム層の堆積が良好です。

　この環境条件をもとに構築された石器群変遷指

標である「相模野編年」（矢島・鈴木 1976、諏訪

間 1988 など）は、精度の高い指標として認知さ

れています。また、これを背景とした様々な研究

が行われており、神奈川県は旧石器時代研究にお

いて全国的にも屈指のフィールドと言えます。

１． 分布の傾向

　神奈川県内では、2010 年時点で旧石器時代遺

跡が 456（文化層数 856）あり、縄文時代草創期

遺跡 132 を含めると 588（文化層数 984）ありま

す（日本旧石器学会 2010）。

　遺跡は、図１にあるように山間部を除いた平坦

域に展開しています。そして、遺跡の多くは、県

中央部を南北に流れる相模川によって形成された

相模野台地（相模原市、大和市、座間市、海老名

市、綾瀬市、寒川町、藤沢市および茅ヶ崎市の北部、

横浜市の一部に広がる河岸段丘）に多くあること

が判ります。見つかっている遺跡がどこの水系に

あるかを図２に示しました。計算の都合上、旧石

器時代と縄文草創期を合わせた文化層数 984 を分

図１　神奈川県における旧石器時代遺跡 （S ＝ 1/600,000） （国土地理院基盤地図情報数値標高モデル５ｍメッシュをもとに作成）
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2. 立地の傾向

　
遺跡は、「過去の人間活動の痕跡が残る場所」

と言われています。そこでの活動は、生活に直結

していると考えられ、場所の占地・選定には当時

の人間の意図が反映されていると推測されます。

当時の人々の考えがどのようなものであったかを

述べることはできませんが、遺跡が残された場所

に関する情報は推測することが出来るので、その

母としました。

　最も多いのは相模川水系で 304 文化層（32％）

が存在します。次いで境川水系の 239 文化層

（25％）、引地川水系の 201 文化層（21％）が続き

ます。この３水系で約８割の遺跡を占めることに

なります。県北東部にある多摩川・鶴見川水系、

県西部にある金目川水系との差は明らかです。

　各水系内の遺跡は、相模川水系では目久尻川、

鳩川、姥川、境川水系では境川、目黒川、引地川

水系では引地川、比留川、蓼川などの中小河川に

沿った台地・丘陵上の縁辺部に分布しています（小

池 2001）。一方、大河川である相模川沿いには多

く見られないという特徴があります。

図２　水系ごとの文化層数

情報をもとに、占地・選定の傾向について探って

みたいと思います。

２-1． 対象 ・ 時期

　遺跡のデータは、日本旧石器学会が 2010 年に

刊行した『日本列島の旧石器時代遺跡－日本旧石

器（先土器・岩宿）時代遺跡のデータベース－』（日

本旧石器学会 前掲）にある「14 神奈川県」を元

に、2019 年までに発見された数遺跡を追加した

ものを用いました。

　遺跡の時期区分は、相模野Ⅴ期編年（矢島・鈴

木 前掲）を用い、その中で示された第Ⅲ期・第

Ⅳ期・第Ⅴ期を対象としました（図３）。遺跡の

中には、分布調査や地表面採取、他時代遺構から

の出土によるものなどが含まれているため、これ

らは除外しました。また、同一遺跡で 2つの文化

層がある場合は、１文化層１遺跡として扱って

います。結果、遺跡数は第Ⅲ期で 62、第Ⅳ期で

149、第Ⅴ期で 113 となりました。

２-2． 分析

　分析は、無料のオープンソフトウェアである

QGIS を用いて、自然環境要因である地形傾斜度・
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相模野第Ⅲ期

29,000 ～ 24,000cal BP

相模野第Ⅳ期

24,000 ～ 21,500cal BP

相模野第Ⅴ期

21,500 ～ 17,500 ？ cal BP

図３  相模野台地ローム層柱状図と相模野編年 ( Ⅴ期 ) 対応図

　　  C14 年代は高屋敷 ( 高屋敷 2024) に拠った。

※「cal BP」とは C14 半減期と C14 生成

量の変動の補正を行ったという意味。

基点は 1950 年。

傾斜方向、河川と遺跡との距離を分析しました。

　手順は、まず、国土地理院５ｍメッシュデータ

から神奈川県域の標高 DEM を作成し、空間解析機

能を用いて、地形傾斜度・傾斜方向を計算しまし

た。河川は、国土交通省の国土数値情報を用いま

した。

２-3． 結果

第Ⅲ期

　地形傾斜度は、０～ 39 度まで認められ、０～

20 度までにほぼすべての遺跡が入ります。特に

０～ 5度に集中しています。平均値で 4.9 度（標

準偏差 6.4 度）となります（図４）。

　傾斜方向は、東が 12 遺跡（19.3％）、西 13 遺

跡（20.9％）、南 16 遺跡（25.8％）、北 21 遺跡

（33.8％）でした（図５）。北向き斜面に多い結果

となりました。

　河川と遺跡との距離は、最短 28 ｍ～最長 1097

ｍまで認められ、平均で 345 ｍ（標準偏差 282 ｍ）

でした。200ｍ以下が最も多く、200～400ｍまで、

400 ～ 600 ｍまでが同数となり、600 ｍ以上にな

るとその数は減っていきます。1000 ｍを超える

遺跡数は 2を数えます（図６）。

第Ⅳ期

　地形傾斜度は、０～ 32 度まで認められ、０～

20 度までにほぼすべてが収まり、０～ 5 度に集

中します。この傾向も第Ⅲ期と同じです。平均値

で 3.8 度（標準偏差 4.5 度）となります。第Ⅲ期

が 4.9 度でしたので、より緩やかな位置に遺跡が

あったと言えます（図７）。4 遺跡が計測不可で

したが、この結果には影響しないと考えられます。

　傾斜方向は、東が 31 遺跡（21.3％）、西 30 遺

跡（20.6％）、南 39 遺跡（26.9％）、北 45 遺跡

（31.0％）でした（図８）。第Ⅲ期と同様な結果が

得られました。

　河川と遺跡との距離は、最短 20 ～最長 1069 ｍ

まで認められました。平均で 336 ｍ（標準偏差

249 ｍ）となります。200 ｍ以下が最も多く、次

いで 200 ～ 400 ｍまで、400 ～ 600 ｍまでがほぼ

同数となり、600 ｍ以上になるとその数は減って

いきます。この傾向は、前期と変わりません（図

９）。

第Ⅴ期

　地形傾斜度は、20 ～ 30 度に位置する遺跡が少

ないながらも現れます。0 ～ 5 度に集中傾向は変

わりません。平均値で 5.3 度（標準偏差 7.2 度）

となります（図 10）。

　傾斜方向は、東が 23 遺跡（22.3％）、西 18 遺

跡（17.4％）、南 34 遺跡（33.0％）、北 28 遺跡

（27.1％）でした（図 11）。対象とした時期の中で、

はじめて南向き斜面に位置する遺跡が一番多い結
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図４  相模野第Ⅲ期　傾斜度

図６  相模野第Ⅲ期　河川と遺跡との距離

図５　相模野第Ⅲ期　傾斜方位

果となりました。

　河川と遺跡との距離は、最短 20 ～ 1242 ｍまで

認められ、平均で 398 ｍ（標準偏差 322 ｍ）でした。

200 ｍ以下が最も多く、400 ～ 600m まで、200 ～

400 ｍまでと続きます。600 ｍ以上になるとその

数は減っていきます（図 12）。

２-4． 傾向

　各時期の各要因について結果を見てきました。

これらから遺跡の立地傾向を考えてみます。

　まず、地形傾斜度です。各位時期の傾向から０

～５度の場所を選択していたと言えそうです。５

度という角度は、水平方向へ 100 ｍ進んで約 8.75

ｍ上がる、8.7％勾配に該当します。この勾配は、

現在バリアフリー設計（自走の場合）における車

椅子用スロープの目安とされ、人間か感じる角度

としては緩やかに感じられるそうです。一方、そ

れを超える傾斜角に位置する遺跡も少ないですが

存在します。特に 40 度に迫る傾斜角に位置する

遺跡が１つあります。40 度という傾斜角は、手

を使わないと歩行が困難とされている角度ですの

で、このような場所を当時の人が選んだとは考え

えられないので、該当遺跡の報告書を見てみまし

た。すると出土した石器群分布と土層堆積傾斜は

概ね平坦な堆積を示していました。このことから、

当時の地表面は比較的平坦な、角度で言えば０～

５度であった可能性が高いと言えます。では、な

ぜ傾斜角が増したのかという問いが出てきます。

その答えとして考えられるのは、地殻の変動また

は土層傾斜が不均一であったためにローム層より

上位にある土層が傾斜したためと考えられます。

　次に傾斜方向を見てみます。各方位ともに差は

あるものの全ての方位が選択されており、特定の

方位に集中する傾向は認められませんでした。第

Ⅲ・Ⅳ期で北側斜面に遺跡が多いことはやや驚き
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図 1 0   相 模 野 第 Ⅴ 期 　 傾 斜 度

図 12  相模野第Ⅴ期　河川と遺跡との距離

図 ７   相 模 野 第 Ⅳ 期 　 傾 斜 度

図９　相模野第Ⅳ期　河川と遺跡との距離

図８　 相模野第Ⅳ期　傾斜方位 図 11  相模野第Ⅴ期　傾斜方位
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３． 立地と遺跡情報

　これまでは、３時期に亘る遺跡立地の全体傾向

を見てきました。傾向が同じでも遺跡から出土す

る遺物点数が異なっていたり、礫群が検出される、

されない遺跡など、内容に差があります。ここか

らは調査によって得られた遺跡データを用いて、

遺跡の分布をみてみます。

　対象時期は、第Ⅳ期です。第Ⅳ期は、L2 層か

ら B1 層上部までの土層から出土する石器群を指

し、前半と後半に区分されています。前半は砂川

期と呼ばれ、前半では、硬質細粒凝灰岩やチャー

トと言った在地石材が用いられます。石器の殆ど

が「砂川型刃器技法」と呼ばれる石刃技法により

作出された剥片を素材として作られており、二側

縁加工のナイフ形石器を特徴とします。後半は月

見野期と呼ばれ、黒曜石が主要石材となります。

石刃技法がみられなくなり、石器の多くが寸詰ま

りの剥片を素材とします。ナイフ形石器は、幾何

学形、涙滴形を呈するようになります（図 13）。

　先の項で用いた 149 遺跡から分類不可の 31 遺

跡を除いた、前半 59 遺跡、後半 59 遺跡を対象と

します。

　遺跡から得られたデータのうち、礫群（礫集中

や焼礫集中含む）の有無、石器集中部数の項目を

用いて分類します。選考理由は以下によります。

　礫群の有無は、礫群が調理施設であった地考え

られており、調理終了まで 24 ～ 72 時間かかると

されているため（田村 2015）、人々がその場、ま

たはその周辺にいたと考えられます。よって遺跡

での滞在を示す指標として用います。

　石器集中数は、石器の可視的なまとまりで、１

でした。「遺跡は日当たりがいい南斜面に占地す

る」といった言葉を聞いたことがあるかと思いま

すが、今回の結果では、この傾向を読み取ること

は難しく、旧石器時代においては、この言葉は当

てはまらないと思われます。

　方位にこだわらない理由として、近接する河川

の流路方向に合わせて占地したためと考えられま

す。そこには、当時の人々の営みに合わせた場所

であったはずであり、その営みには、日当たりと

いう条件は必要ではなかったのかもしれません。

　河川と遺跡との距離では、各時期を通して 200

ｍ以内に多いとの傾向が認められ、距離があるほ

ど遺跡数は少なくなっていくことも共通していま

す。各時期ともに河川との関りが強かったことが

うかがえます。一方で、河川との距離がある遺跡

があります。例えば、第Ⅲ～Ⅴ期に亘る藤沢市葛

原滝谷遺跡や大和市月見野遺跡群などです。前者

は、河川から約１km、後者は 500 ｍ～１km の距

離を有しています。地形図を見てみるとこれらの

遺跡の近くには現在、河川は見られません。しか

し、その周辺には谷状の地形の存在が認められま

す。例に挙げた月見野遺跡群は、目黒川沿いに展

開する著名な遺跡群です。この河川は、今は暗渠

となり、地図上に表示されることはないため、暗

渠を河川とは認識せず、実際に存在する河川から

の離隔測定を行った結果、長い距離が算出された

と考えられます。このように現在表示されないま

たは存在しない河川もあります。この他に、「埋

没小河川、季節的な水流を持つ河川、野水に、さ

らに湧泉（湧水点）、地下水に注意する必要がある」

（伊藤 2007 ）との指摘もあり、ソフトで示した

結果が当時の遺跡周辺の環境を示している訳では

ありません。ソフトを用いる際の留意点と言える

でしょう。周辺環境を見るには、現地での踏査が

必要であることは言うまでもありません。

　さて、上記をまとめると、遺跡の立地傾向とし

て、①傾斜角が５度未満の平坦～緩やかな場所を

選び、②傾斜方位に左右されず、③河川から 200

ｍ以内に占地する傾向があると言えそうです。
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つの集中部が１回の行動によって形成されると考

えた場合、その場の利用頻度がわかります。当時

は周期的な遊動生活をしていたと考えられるの

で、集中数は同一地点への回帰のを示すものと考

えられます。また、石器集中数の属性として遺物

出土点数を入れています。集中数と出土点数につ

いては、第Ⅳ期全体の数量を「データの変化量が

比較的大きいところにしいき値が設定される方

法」（パスコ 2026）である自然分類を用い、集中

部数を 1-9、10-30、31-56 の３つに、出土点数を

1-751、752-2608、2609-5950 の３つに区分しま

した。

　前半では 59 遺跡のうち礫群が見つかっている

遺跡が 33 図 14）、見つかっていない遺跡が 26

となります（図 15）。後半では、前者が 36（図

16）、後者が 23 となります（図 17）。

　礫群の有無と集中部との関係をみてみます。礫

群がある遺跡では、集中部数 31-56 を示すものが

前半で３、後半で１認められます。一方礫群が見

つかっていない遺跡では、それらは認められませ

ん。集中部 10-30 を示す遺跡では、礫群を有する

場合、前半、後半ともに８遺跡あるのに対し、な

い遺跡では 2遺跡と数を減らします。次に集中部

数と出土点数との関係をみてみます。集中部数

31-56では、出土点数が752-2608以上となります。

図 13　相模野第Ⅳ期石器 （下段 ： 前半、 上段 ： 後半） （諏訪間 2019 図２を加工 )

集中部数 10-30 では、出土点数で３区分した全て

がみられますが、出土点数が低区分のものが大勢

を占めます。集中部数 1-9 になると、一部例外は

ありますが、出土点数が低くなる傾向があります。

分布を見てみると、集中部数 31-56 の遺跡は、前・

後半通じて台地中央付近に分布し、前半では、県

西部の宮ケ瀬にも分布が認められます。集中部数

10-30 の場合、同 31-56 を示す遺跡から間隔を開

けて分布しています。また、この区分の遺跡自身

も一定の距離（約５～７km）を保ちながら分布し

ています。集中部数が 1-9 を示す遺跡は、台地全

体に散っており、近接したり、間隔を置いたりし

て分布しています。

　集中部数 31-56 の遺跡について、当時の遊動生

活の中で、移動に際して交通の要衝、季節的な集

合場所など特異な機能を持っていたと考えられ、

度重なる回帰とそこでの石器製作活動が行われた

結果、このような遺跡が形成されたとの考えもあ

ります（砂田 1996）。集中部数 10-30 の遺跡は、

集中部数 31-56 の遺跡ほどではないにせよ、それ

に準じた機能を有していたと考えられます。集中

部数 1-9 の遺跡は回帰が少なく、出土遺物点数も

少ないということは、そこでの活動が低調であっ

たと考えられます。

　礫群の有無、集中部数、そして出土点数を用い
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図 14　 相模野第Ⅳ期前半　礫群検出遺跡

図 15　相模野第Ⅳ期前半　礫群未検出遺跡
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図 16  相模野第Ⅳ期後半　礫群検出遺跡

図 17  相模野第Ⅳ期後半　礫群未検出遺跡
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大泰司紀之　1990　「旧石器遺跡の位置と狩猟獣の季節移動ルートに関する考察」『第四紀研究』29
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旧石器時代研究プロジェクトチーム　1996 ～ 1999　「旧石器時代後半における石器群の諸問題」『研究紀要』１～４財団法人かな
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て遺跡を分類し、それぞれの関係、分布をみてき

ましたが、遺跡によって内容や分布が異なってい

ることがわかるかと思います。この現象は遺跡の

役割や機能を示している可能性があります。集中

部が多い遺跡は、拠点的な場所であった可能性が

あります。遺跡を分析し、各遺跡を繋げていくこ

とで、当時の人々の生活や諸活動を復元すること

ができると思われます。

４． まとめ

　相模野編年の第Ⅲ期から第Ⅴ期の遺跡のうち、

多くが相模野台地にある小河川沿いに展開してい

ることを示しました。また、立地に関する傾向と

して GIS ソフトを用い、遺跡の傾斜度、傾斜方向、

河川からの距離をみたところ、遺跡は、傾斜度５

度以内、傾斜方向にこだわりはなく、河川から近

い場所に占地する傾向を示しました。そして、遺

跡から検出された礫群や集中部数、出土遺物数を

基準にした分類を行い、礫群の有無による集中部

及び出土点数の違いなどを示し、その違いが分布

の違いに現れることを示しました。この違いは、

遺跡の役割や機能を示している可能性を指摘しま

した。
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鈴木忠司　2019　「砂川遺跡のブロックと礫群」『シンポジウム　砂川遺跡―旧石器時代研究の過去・現在・未来―』予稿集　明治
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